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県 政 経 営 会 議 資 料 
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滋 賀 県 警 察 本 部 

犯 罪 抑 止 対 策 緊 急 強 化 戦 略  

～ for（ four） prevention（ 犯 罪 抑 止 強化 の た め の ４ つ の 取 組 ） ～  

           

第１  趣 旨  

１  本 県 にお け る 犯 罪情 勢 の 悪化  

滋賀 県 に おけ る 刑 法 犯認 知 件 数は 、 官 民 一体 と な った 総 合 的 な

犯罪 抑 止 対策 の 推 進 、防 犯 機 器の 普 及 、 各種 犯 罪 の取 締 り の 強化

等に よ り 、平 成 15年 以降 、 減 少傾 向 を 維 持し 、 直 近５ 年 間 に おい

ても 総 数 の着 実 な 減 少を 実 現 して き た 。  

しか し 、 令和 ４ 年 に 入っ て か ら上 半 期 の 刑法 犯 認 知件 数 は 前 年

同期 比 で 13％ 増 加 し 、こ れ ま での 減 少 傾 向か ら 一 転し て 増 加 の兆

候が 認 め られ る 。 こ れに 加 え 、サ イ バ ー 関係 の 相 談受 理 件 数 やサ

イバ ー 犯 罪の 検 挙 件 数が 年 々 増加 す る な ど、 サ イ バー 空 間 の 脅威

の一 層 の 高ま り が み られ る 。  

２  情 報 収集 ・ 分 析 と被 害 防 止対 策 の 高 度化  

こう し た 犯罪 情 勢 の 悪化 を 食 い止 め る た めに は 、 まず は 、 犯 罪

の発 生 傾 向や 最 新 の 手口 等 に 関す る 情 報 を多 角 的 に収 集 ・ 分 析

し、 被 害 防止 に 有 効 な手 立 て を考 案 す る こと が 必 要と な る 。  

その た め には 、 本 部 各部 と 各 警察 署 の 様 々な 視 点 や情 報 を 総 合

し、 同 時 に犯 罪 抑 止 と捜 査 の 両部 門 の 情 報と そ の 分析 及 び 知 見も

結集 し て 、犯 罪 情 勢 の分 析 の 高度 化 を 図 るこ と が 有効 で あ る 。  

また 、 こ うし た 分 析 や対 策 の 検討 に 当 た って は 、 人の 心 理 や 行

動に 関 す る知 見 や サ イバ ー 空 間の 最 新 の 動向 等 に 関す る 専 門 知識

を有 す る 外部 有 識 者 から の 助 言に 加 え 、 子ど も の 視点 や 気 付 きを

はじ め 、 地域 で 生 活 ・活 動 す る県 民 ・ 事 業者 か ら の情 報 等 も 十分

に採 り 入 れる こ と が 有益 で あ ると 考 え ら れる 。  

３  情 報 発信 ・ 広 報 啓発 の 工 夫  

次に 、 そ れら 情 報 や 分析 結 果 も活 用 し て 、犯 罪 の 発生 状 況 や 注

意す べ き 手口 、 有 効 な対 策 等 につ い て 分 かり や す く社 会 に 周 知

し、 そ の 防犯 意 識 を 醸成 す る とと も に 、 県民 一 人 ひと り に 有 効な

対策 を 講 じて も ら う よう に す るこ と が 被 害防 止 の 観点 か ら 重 要で

ある 。  

この た め には 、 こ う した 情 報 発信 ・ 広 報 啓発 が 、 県民 に 有 益 な

情報 を 広 く届 け る だ けで な く 、実 際 に 被 害に 遭 い にく い 行 動 を取



っていただくこ と 、一 人 ひと り の 行動 変 容 にま で つな が る よう に

する こ と が大 切 で あ り、 そ う した 情 報 発 信・ 広 報 啓発 と な る よ

う、 そ の 効果 も 測 り つつ 、 そ れら の 内 容 ・方 法 等 を不 断 に 工 夫し

てい く こ とが 有 効 で ある 。  

４  関 係 機関 ・ 団 体 等と の 連 携協 働  

また 、 犯 罪発 生 を 更 に抑 止 す るた め に は 、関 係 機 関・ 団 体 は も

とよ り 、 県民 や 事 業 者等 と も 連携 協 働 し て、 防 犯 対策 や 街 の 見守

り活 動 が これ ま で 以 上に 徹 底 ・実 施 さ れ るこ と が 重要 で あ る 。  

そし て 、 その 効 果 を 一層 高 め るた め に も 、そ れ ら 団体 等 と 警 察

との 情 報 共有 や 連 絡 調整 の 仕 組み を 整 備 ・強 化 し 、互 い の 連 携協

働を 深 化 させ て い く こと も 必 要で あ る 。  

５  警 察 力の 機 動 的 ・集 中 的 運用 と 総 合 調整  

性犯 罪 ・ 強盗 ・ 侵 入 窃盗 を は じめ と す る 地域 に 強 い不 安 を 与 え

る犯 罪 あ るい は 連 続 発生 す る 危険 性 の 高 い犯 罪 に 対し て は 、 そう

した 犯 罪 の被 害 や そ の兆 し を 認知 し た 段 階で 早 期 に集 中 的 に 警戒

活動 を 展 開し 、 先 制 的な 捜 査 活動 を 推 進 する こ と が、 被 害 の 未然

防止 ・ 拡 大防 止 を 図 り、 地 域 住民 へ 安 心 感を 付 与 する こ と と な

る。  

さら に 、 特殊 詐 欺 や 車上 ね ら いな ど の 継 続的 に 被 害が 発 生 し て

いる 犯 罪 に対 し て も 、多 角 的 な分 析 や 考 察等 に 基 づく 集 中 的 な抑

止対 策 を 展開 す る こ とで 、 被 害の 拡 大 防 止に つ な がる と 考 え られ

る。  

これ に 加 え、 本 部 各 部と 各 警 察署 に よ る 犯罪 抑 止 の 取 組 が 全 体

とし て 一 層効 果 的 な もの に な るよ う 、 そ れら を 十 分に 調 整 す るこ

とも 重 要 であ る 。  

これ ら の こと を 踏 ま え、 犯 罪 抑止 対 策 の 精度 を 高 め、 そ の 更 なる 強

化を 図 る ため 、 官 民 一体 で 進 めて き た 従 来の 施 策 に加 え 、 次 の４ つ の

取組 事 項 を攻 め の 姿 勢で 緊 急 かつ 強 力 に 推進 し て いく 。  

 

第２  取 組事 項  

 １  分 析・ 司 令 塔 機能 の 強 化  

警察 本 部 に、 生 活 安 全部 長 を リー ダ ー と し、 生 活 安全 部 及 び 刑

事部 の 関 係職 員 の ほ か、 各 警 察署 生 活 安 全課 員 を 構成 メ ン バ ーと

する 「 犯 罪抑 止 戦 略 推進 プ ロ ジェ ク ト チ ーム 」 （ 以下 「 戦 略 推進

ＰＴ 」 と いう 。 ） を 設置 す る 。  

戦略 推 進 ＰＴ は 、 本 部各 部 と 各警 察 署 が 有す る 犯 罪抑 止 に 資 す

る情 報 を 集約 ・ 整 理 し、 総 合 的に 分 析 す ると と も に、 刑 事 部 に設

置さ れ て いる 捜 査 支 援分 析 室 と連 携 し て 、捜 査 部 門の 情 勢 分 析・



知見を犯罪抑止 に 向け た 情報 収 集 ・分 析 と 施策 立 案に 活 か し、 そ

れら の 高 度化 を 図 る 。  

また 、 各 警察 署 に よ る防 犯 教 室、 防 犯 診 断、 事 業 所へ の 立 寄 り

など 従 来 から 行 っ て いる 犯 罪 抑止 活 動 の 推進 状 況 に加 え 、 下 記２

以下 に 掲 げる 取 組 の 進ち ょ く 状況 を 掌 握 した 上 で 、各 種 対 策 の効

果を 高 め るた め 、 各 所属 へ の 指導 ・ 支 援 を行 い 、 それ ぞ れ の 取組

の内 容 や タイ ミ ン グ につ い て 所属 間 の 総 合調 整 を 行う と と も に、

必要 に 応 じて 関 係 機 関・ 団 体 等と の 連 携 を促 す な ど、 犯 罪 抑 止対

策の 司 令 塔機 能 を 強 化す る 。  

２  情 報 発信 ・ 広 報 啓発 の 高 度化  

戦略 推 進 ＰＴ は 、 県 民等 の 防 犯意 識 を 醸 成し 、 そ の行 動 変 容 を

促し て 被 害防 止 の 可 能性 を よ り高 め る こ とが で き るよ う 、 外 部有

識者 の 知 見や 県 民 か ら寄 せ ら れる 意 見 ・ 要望 等 も 参考 に 、 最 新の

犯罪 等 発 生状 況 や そ の手 口 を 分析 し 、 そ れら に 対 応す る 被 害 防止

対策 等 を 研究 ・ 考 案 した 結 果 を、 地 図 情 報や 関 連 デー タ 、 啓 発資

料・ 動 画 等と 効 果 的 に組 み 合 わせ て 提 示 する な ど 、分 か り や すい

広報 啓 発 資料 を 制 作 し 、 情 報 発信 す る 。  

上記 の よ うに 分 か り やす く 、 工夫 を 凝 ら した 様 々 な防 犯 情 報 に

つい て は 、交 番 ・ 駐 在所 か ら の防 犯 連 絡 や各 警 察 署か ら 発 信 する

防犯 メ ー ル、 警 察 本 部の HP・ SNS等 の従 来の 広 報 ・伝 達 手 段 に加

え、 関 係 機関 ・ 団 体 や事 業 者 等と も 緊 密 に連 携 し て、 そ れ ら のウ

ェブ サ イ トや SNS、 デジ タ ル サイ ネ ー ジ 、テ レ ビ CM等 あ ら ゆ る手

段を 活 用 した 情 報 発 信を 展 開 し、 県 民 に 対し て 幅 広く 注 意 喚 起を

行う 。  

こう し た 情報 発 信 ・ 広報 啓 発 を通 じ て 、 被害 防 止 対策 の 有 効 性

等に 関 す る県 民 か ら の意 見 ・ 感想 の 収 集 に努 め る とと も に 、 県民

に呼 び か けた 対 策 が 実際 に 講 じら れ て い るか な ど の効 果 検 証 も行

いな が ら 、情 報 発 信 ・広 報 啓 発の 手 段 や 内容 等 に つい て 不 断 に改

善を 図 る 。  

情報 発 信 ・広 報 啓 発 の方 法 等 につ い て は 、民 間 の 知見 も 採 り 入

れて 、 最 新の デ ジ タ ル・ サ ー ビス 等 の 活 用も 検 討 する な ど 、 その

高度 化 に 取り 組 む 。 また 、 外 国人 へ の 周 知も 図 ら れる よ う 、 その

内容 等 の 検討 に 当 た って は 、 多言 語 化 や それ ぞ れ の国 の 文 化 的事

情等 へ の 配慮 に も 留 意す る 。  

３  関 係 機関 ・ 団 体 、事 業 者 、ボ ラ ン テ ィア 等 と の連 携 協 働 の深 化  

   戦 略推 進 Ｐ Ｔ は、 本 部 及び 各 警 察 署の 関 係 機関 ・ 団 体 、事 業

者、 ボ ラ ンテ ィ ア 等 との 連 絡 窓口 を 「 コ ンタ ク ト ・ポ イ ン ト 」と

して 明 確 化を 促 し 、 「な く そ う犯 罪 」 滋 賀安 全 な まち づ く り 実践



県民会議構成団 体 や、 「 サイ バ ー コネ ク ト SHIG@」 （ 注 １） の 事

業者 ・ 研 究機 関 、 そ の他 ボ ラ ンテ ィ ア 団 体等 へ の 情報 提 供 や 連絡

調整 、 意 見交 換 等 を 行い な が ら、 そ れ ら 関係 機 関 ・団 体 等 の 職員

・従 業 員 、学 生 、 構 成員 等 と 最新 の 犯 罪 傾向 や 被 害防 止 対 策 等を

幅広 く 共 有し 、 社 会 全体 の 防 犯意 識 の 醸 成・ 向 上 に取 り 組 む 。  

併せ て 、 それ ら 関 係 機関 ・ 団 体等 に 対 し 、犯 罪 被 害防 止 の 取 組

への 協 力 を要 請 し 、 それ ぞ れ の自 主 防 犯 活動 や 事 業活 動 、 職 員・

従業 員 の 生活 等 を 通 じて 、 街 やサ イ バ ー 空間 を 含 めた 生 活 の 安全

に関 し て 気に な る こ とが あ っ た際 の 警 察 への 連 絡 ・通 報 を 促 すな

ど、 関 係 機関 ・ 団 体 、事 業 者 、ボ ラ ン テ ィア 等 と 連携 協 働 し た、

街や サ イ バー 空 間 を 含め た 県 民の 生 活 の 見守 り 活 動の 強 化 を 図

る。 こ の 警察 へ の 通 報に は 、 新た に 試 行 運用 す る 110番 映像 通報

シス テ ム も活 用 す る 。  

また 、 平 素か ら 、 自 治体 、 地 域住 民 、 学 校関 係 者 、保 護 者 、 関

係事 業 者 、ボ ラ ン テ ィア 等 に 加え 、 児 童 ・生 徒 も 含め 協 働 で 地域

の安 全 ・ 安心 を 点 検 する 防 犯 診断 を 積 極 的に 実 施 し、 注 意 箇 所や

被害 リ ス クの 高 い 箇 所を 把 握 して 、 関 係 機関 等 と 連携 し て 必 要な

対策 を 講 じる 。  

こう し た 関係 機 関 ・ 団体 等 と の連 携 協 働 の在 り 方 につ い て は 、

コン タ ク ト・ ポ イ ン ト等 に 寄 せら れ た 意 見や 気 付 きな ど も 参 考

に、 関 係 機関 ・ 団 体 等と も 十 分協 議 の 上 、そ の 役 割分 担 や 取 組・

施策 の 内 容、 連 絡 ・ 情報 共 有 の手 段 等 に つい て 不 断に 改 善 ・ 高度

化に 取 り 組む 。  

（注 １ ）  令和 ４ 年 ４月 策 定 の 「サ イ バ ーセ キ ュ リ ティ 消 費 者保 護 ・ 経

済安 全 保 障推 進 ネ ッ トワ ー ク 強化 戦 略 」 で構 築 さ れた 県 警 察

と事 業 者 ・研 究 機 関 等と の 間 のネ ッ ト ワ ーク 。  

４  犯 罪 抑止 活 動 の 機動 的 ・ 集中 的 運 用  

   戦 略推 進 Ｐ Ｔ は、 犯 罪 抑止 活 動 の 効率 性 を 高め る た め 、犯 罪 発

生状 況 そ の他 の 関 連 情報 の 分 析、 犯 罪 者 プロ フ ァ イリ ン グ （ 注

２） の 技 術や 外 部 有 識者 の 知 見等 も 活 用 して 、 犯 罪情 勢 の 多 角的

な分 析 を 行い 、 犯 罪 発生 の 蓋 然性 の 高 い 場所 及 び 時間 帯 、 犯 行手

口等 を 考 察し 、 地 域 に強 い 不 安を 与 え る 犯罪 あ る いは 連 続 発 生す

る危 険 性 の高 い 犯 罪 や、 継 続 的に 被 害 が 発生 し て いる 犯 罪 等 に対

して 警 察 力を 機 動 的 かつ 集 中 的に 投 入 す べき 地 域 を、 関 係 警 察署

と協 議 の 上、 随 時 「 アテ ン シ ョン ・ エ リ ア（ 重 点 警戒 地 区 ） 」と

して 指 定 し、 本 部 か らの 支 援 や部 門 横 断 で警 戒 態 勢を 構 築 ・ 強化

し、 重 点 的に 警 戒 活 動・ そ の 他の 犯 罪 抑 止活 動 及 び先 制 的 捜 査活

動を 展 開 する 。  



「アテンション ・ エリ ア 」に つ い ては 、 関 係す る 住民 等 へ の注

意を 呼 び かけ る ほ か 、関 係 機 関・ 団 体 、 事業 者 、 ボラ ン テ ィ ア等

にも 情 報 提供 を 行 い 、そ れ ぞ れの 被 害 防 止対 策 や 防犯 活 動 に 活用

して も ら う。  

指定 し た 「ア テ ン シ ョン ・ エ リア 」 に つ いて は 、 犯罪 発 生 状 況

等に 応 じ て機 動 的 に 変更 ・ 解 除を 行 う こ とと し 、 同エ リ ア で の犯

罪抑 止 活 動や 取 締 り の成 果 に つい て も 積 極的 に 情 報発 信 を 行 う。  

（注 ２ ）  犯行 現 場 の状 況 、 犯 行の 手 段 、被 害 者 等 に関 す る 情報 や 資 料

を、 統 計 デー タ や 心 理学 的 手 法等 を 用 い て分 析 ・ 評価 す る こ

とに よ り 、犯 行 の 連 続性 の 推 定、 犯 人 の 年齢 層 、 生活 様 式 、

居住 地 等 の推 定 や 次 回の 犯 行 の予 測 を 行 うも の 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



犯罪抑止対策緊急強化戦略

４ 関係機関・団体、事業者、ボラン
ティア等との連携協働の深化

本県における犯罪情勢の悪化

食い止めるため

● 情報収集・分析と被害防止対策の高度化
▶本部各部と各警察署の視点や情報の融合 ▶犯罪抑止と捜査の分析・知見の結集
▶外部有識者の知見や、県民・事業者からの情報、子どもの視点や気づき等の活用

● 情報発信・広報啓発の工夫
▶「届ける」から「行動変容を促す」ものとなるよう、効果測定しながら不断に工夫

● 関係機関・団体等との連携協働
▶関係機関・団体、県民、事業者等との情報共有や連絡調整の仕組みの整備・強化による連携
協働の深化（防犯活動や街の見守り活動の強化）

● 警察力の機動的・集中的運用と総合調整
▶地域に強い不安を与える犯罪等には早期に集中的な警戒活動・先制的捜査活動を展開
▶継続的に被害が発生している犯罪には多角的な分析や考察等に基づく集中的な抑止対策を展開
▶本部各部と各警察署による取組全体の効果を高めるため総合的な調整も重要

４つの取組

１ 分析・司令塔機能の強化
４ 犯罪抑止活動の機動的・集中的運用

２ 情報発信・広報啓発の高度化

「犯罪抑止戦略推進プロジェクトチーム」の設置
①本部生活安全・刑事部門と各署生安課で構成

②刑事部の捜査支援分析室とも連携
⇒捜査部門の分析・知見を犯罪抑止に向けた
情報収集・分析と施策立案に活用

③所属間の総合調整と関係団体等との連携促進

受け手の行動に反映される情報発信等の実現
①犯罪等の発生状況・手口、被害防止対策等を
地図情報や関連データ等と組み合わせるなど
分かりやすい内容の広報啓発資料等を製作
⇐外部有識者の知見や県民からの意見も考慮

②多角的な情報発信の展開
③県民からの意見聴取や効果検証を通じて改善

･･･デジタル・サービスの活用も検討
･･･外国人への周知にも配意

「アテンション・エリア（重点警戒地区）」対策
⇒情報分析・犯罪者プロファイリング技術・
外部有識者の知見等も活用して犯罪発生の
高い場所及び時間帯、犯行手口等を考察

⇒地域に強い不安を与える犯罪や継続的に発生
する犯罪等への機動的・集中的な警戒活動・
先制的捜査活動を展開

街やサイバー空間の見守り活動の強化
①最新の犯罪傾向や被害防止対策等を共有
⇒各団体を通じた社会全体の防犯意識醸成

②各団体構成員に街やサイバー空間を含めた
生活の安全に係る気付きの通報を呼びかけ
⇒街やサイバー空間を含めた県民の生活の
見守り活動を強化※110番映像通報システムも活用

③子どもの視点も重視した地域の防犯診断の実施

④意見交換を通じて連携協働の在り方も改善

戦略のポイント

情勢

75
52 56

90

187

61
83

0

50

100

150

200

H29年 H30年 R元年 R２年 R３年 R３年

上半期

R４年

上半期

検挙件数(件)

刑法犯認知件数が一転増加へ

8,737 
7,967 

6,771 
6,039 5,814 

2,747 
3,105 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H29年 H30年 R１年 R2年 R3年 R3年

上半期

R4年

上半期

刑法犯認知件数(件)

1,758 
2,171 

2,531 
2,973 

3,301 

1,682 
2,079 

0

800

1,600

2,400

3,200

4,000

H29年 H30年 R元年 R２年 R３年 R３年

上半期

R４年

上半期

相談件数(件)

サイバー空間の脅威の一層の高まり

取組事項

増加

増加増加

～for（four）prevention（犯罪抑止強化のための４つの取組）～

３ 関係団体等との連携協働の深化
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